
 

  

“つながり”を大切に…そんな想いから発足した事業者会 

これからも、共に悩み、考え、笑い、そして成長していきたい。 

周年 

枚方市 

ひこぼしくん 

地 域 に 根 差 し た 訪 問 介 護 

おかげさまで 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

  

◎研修会 
（介護技術、制度、サ責業務など専門分野の講師をお呼びして確りと学んでいます） 

◎楽集会 
（制度や介護に必要な知識を自らが積極的に学ぶべき場として講師不在で定期的に開催） 

◎親睦会 

（ボーリング大会や BBQ、飲み会など、横のつながりを大切にしています） 
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枚方市における訪問介護事業所と会員事業所の推移 及び 今後の予想  



   

     『訪問介護の展望』 

枚方市訪問介護事業者会  

会長 今岡 望 

 

利用者さんからお話を伺う中で「住み慣れたこの街、この家でいつ

までも住み続けていたいと思うのは私だけでしょうか。」と尋ねられ

ることがあります。私はその問いかけに大きくうなずき、「私もその

ように思います。」と笑顔でお応えしています。 

ひらかた高齢者保健福祉計画 21（第 7期）では、「介護が必要に

なった時に生活したい場所」には、『自宅でホームヘルプ等の在宅介

護サービスを受けながら生活したい』(61.0％)、「人生の最期を迎え

たい場所」には、『自宅で最期まで療養したい』(36.2％)がそれぞれ

最も多い回答となっています。 

では、それは本当に実現が可能なのでしょうか。 

遡ること 1994年厚生省（現 厚生労働省）に高齢者介護対策本部

が設置され、「介護は家族だけの問題ではない。国全体として取り組

まなければならない重要な課題である」として「介護の社会化」が謳

われ、2000年４月に介護保険法がスタート。国での本格的な議論か

ら数え 24年の月日が経過し〝介護〟はもはや遠い何処かの、誰かの

話ではなく、誰もが身近に、そして着実に私たちの暮らしに浸透して

きました。なかでも「訪問介護」は、長年住み慣れた自宅でお過ごし

の高齢者の方やそのご家族にとって今や欠かすことの出来ないものと

なり、生活の質の向上をもたらしてきました。 

ですが今、大きな課題に直面しています。それは、厚労省の第 7期

介護保険事業計画にもある、2025年度末までに全国では約 245 万

人（大阪府下では、約 21万人）の介護人材が必要との予測に対し、

全国で約 55万人（大阪府下では、約 6万人）もの介護人材が不足し

ていることです。「自宅で最期まで」との想いや未来を描くために、

極めて重要なキーが「人材（人財）確保」だといえます。 

現在、厚労省においても総合的な介護人材確保対策として、外国人技能実習制度、介護ロボッ

トの導入、ＩＣＴの活用促進、中高年齢者等介護未経験者に対する入門的研修の創設、体験型イ

ベントの開催等を実施しています。また今秋には、更なる処遇改善加算の創設がなされようとし

ていますが、残念ながらいずれも特効薬ではありません。 

私たちヘルパーはそれを悲観し、傍観するのではなく、日々の仕事を通じて、この仕事の「や

りがい」や「魅力」そして「誇り」をしっかりと後世に伝える使命を果たしたいと思います。 

子どもたちが「将来なりたい職業」に「介護職」がランクアップされ、「私の職業はヘルパー

です」と誇らしげな表情を見られるその日まで、私たちはバトンを持ち、走り続けていきたいも

のです。また、それらの一翼になれる枚方市訪問介護事業者会であり続けなければなりません。 
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介護保険の移り変わり 
 都道府県及び市町村は基本指針に即して、三年を一期とし介護保険事業計画を定めるとされてお

り、2000年 4月に施行された介護保険法も、複数回の制度改正が行われてきた。 

第 2 期計画 2005年改正【2006 年４月施行】 

要支援者への給付を「予防給付」とし包括支援センターが制定される。 

第 5 期計画 2011年改正【2012 年 4月施行】 

「地域包括ケアシステム」の構築を見据えた新たな視点での取組をスタートする時点となる。 

そのため見直しが行われ出来る様になった事の一部 

・「介護予防・日常生活支援総合事業」を、地域支援事業の一環として、市町村の判断で実施可能

となる。 

・介護福祉士や一定の教育を受けた介護職員等による痰の吸引等の実施が可能 

第 6 期計画 2014年改正【2015 年 4月施行】 

予防給付の総合事業移行。（枚方市は第 7期計画にて施行）これは要支援以下に認定された方を

対象に、「市区町村が中心となり、その地域ならではの介護予防サービスを充実させ、地域の中

で支え合う体制を作る」（自助・互助）ということを目指す。 

厚生労働省資料を改編 

政権交代 

鳩山内閣誕生 

宇宙飛行士 

山崎直子 

ディスカバリー 

東日本大震災 

原発事故甚大被害 

原発 

一時稼働ゼロ 
アベノミクス始動 

新型インフルエンザ 

大流行 

小惑星探査機 

はやぶさ帰還 

なでしこジャパン 

W杯優勝 

山中教授ノーベル

医学生理学賞受賞 

2020年夏季五輪 

東京開催決定 

米メジャーリーグ 

イチロー 

9年連続 200安打 

世界フィギュア 

浅田真央 優勝 

東京スカイツリー 

634ｍ到達 

ロンドン五輪日本

勢史上最多メダル 

「徳洲会 5 千万円」

猪瀬都知事辞職 

世の中と介護保険の動き 10年間 



 

「今年の漢字」と「世の中の出来事」 

 

 

 

 

 
第7期計画 2017年改正2018年4月施行 

・サービス利用料 3割負担の導入 ・高額介護サービス費の自己負担上限の引き上げ  

・介護保険と障害福祉を融合した「共生型サービス」の実施等      

＜地域包括ケアシステムの「植木鉢」＞ 

例えば、「すまいとすまい方」を地域での生活の基盤をな

す「植木鉢」に例えると、それぞれの「住まい」で生活を

構築するための「介護予防・生活支援」は植木鉢に満たさ

れる養分を含んだ「土」と考えることができる。また、

「介護予防・生活支援」という「土」がない（機能しな

い）ところでは、専門職の提供する「医療」や「介護」

「保健・福祉」を植えても、それらは十分な力を発揮する

ことなく、枯れてしまう。さらに、これらの植木鉢と土、

葉は「本人の選択と本人・家族の心構え」の上に成り立っ

ている。 

厚生労働省資料を改編 

2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 

税 安 金 北 災 

黒柳徹子 

ユニセフ親善大使 

30周年 

安全保障関連法 

成立 

天皇陛下 

退位の意向示唆 
九州北部集中豪雨 

羽生(将棋) 

井山(囲碁) 

国民栄誉賞授与 

日本人 3人に 

ノーベル物理学賞 

日本人科学者 2人 

ノーベル賞受賞 

米大統領 

歴史的な広島訪問 

キタサンブラック 

GⅠレース 6勝 

大阪北部地震 

台風 21号直撃 

消費税率 

5％→8％ 

引き上げ 

ラグビーW杯 

歴史的勝利 

リオ五輪メダル 

過去最多 41個 

将棋の藤井 4段 

29連勝 

平昌五輪で 

最多メダル 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１圏域 

関医ヘルパーステーション・くずは

かんでんライフサポートくずはケア

ニチイケアセンターくずは

美杉会ホームヘルパーステーションまきの

ライフ・サポートさくら

あすなろ訪問介護

エイジケア渚ヘルパーステーション

介護福祉サービス誠優

ヘルパーステーションアベール咲

ヘルパーステーション三好

マイハートヘルパーステーション

悠久介護サポートセンター

有限会社おりーぶ

介護メディカルステーション陽だまり

きづな訪問介護事業所

トータルケア明

はなまるケアサービス

枚方市ホームヘルパーステーション

訪問介護ステーションナービス枚方

訪問介護わたしの家

ほっとステーション御殿山ケア・ワーカーズコープ

第 2 圏域 

第 3 圏域 

第 6 圏域 

第 5 圏域 

第 4 圏域 

2019年度 会員事業所一覧（2019年 2月時点） 

あきずヘルパーステーション

あさなぎ介護ステーション

あじさいのもり招提

介護のこころ

株式会社葵ヘルパーステーション

ケアセンターくるみ

特定非営利活動法人ホームベース

ニチイケアセンター招提

日本介護医療センター枚方事業所

ヘルパーステーションなかま

ヘルプケア・クレド

まきのケアセンター

もりながヘルパーステーション

鹿命舘ガーデンヘルパーステーション

あっとほーむヘルパーステーション

あんゆうケア

さかのヘルパーステーション

四天王寺松風荘ヘルパーセンター

ひよどり介護サービス

訪問介護サービス優

介護ステーションハーツ

京都コアラ

ケア２１樟葉

ＫＹＫ訪問介護サービス

スターク訪問介護ステーション枚方

訪問介護おでかけ

ホットワーク



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SONPOケア光善寺訪問介護

アシストケア☆枚方

介護センターふれんず

なでしこ介護サービス

やさしいヘルパーステーション枚方

やさしえ枚方訪問介護事業所

オリックスケアサービス香里ケ丘

そうごうケアステーション香里ヶ丘

ヒューマニティーケアセンター

ほっとステーション高田

ケア・サポート「なないろ」

ニチイケアセンター香里

はなまるケアサービス高田

ヒューマンライフケア釈尊寺の湯

訪問介護まつり

ＡＣＴケアセンター家具町事業所

かなえケアサービス

シャローム・ケアサポート愛の家

特定非営利活動法人ヘルパーステーションたんぽぽ

ヘルパーステーションそぉれ

訪問介護ステーションみどり

訪問介護ハートランド枚方

夢心ホームヘルプサービス

ルポゼヘルパーステーション枚方

ヘルパーステーションよしえ

ACTケアセンター駅前事業所

ケアサポートここね

十和音ヘルパーステーション藤阪

ニチイケアセンター藤阪

ヘルパーステーション杉山手

ヘルパーステーションぽけっと

ヘルパーステーションやまびこ

訪問介護けあぷろ

訪問介護事業所フィリアルケア長尾

訪問介護ステーションハーベスト枚方

訪問介護長尾谷町

里仁館居宅サービス事業所

アイリスホームヘルパーステーション

医療法人松徳会ヘルパーステーション

介護花形

ぐっどケア

ケアサポート木の葉

特定非営利活動法人ウォークス

ベストファミリーヘルパーセンター

ヘルパーステーション紙ひこうき

訪問介護ココロステッキ

ミチコタッチヘルパーステーション

第 10 圏域 

第 11 圏域 

第 9 圏域 

第 12 圏域 

第 7 圏域 

第 13 圏域 

第 8 圏域 

ＮＰＯ法人さくらんぼケアセンターひらかた

株式会社枚新枚方総合介護センター

ケアセンター癒しの森

心花介護ステーション

在宅介護支援事業所ジュン

菜の花の会

ニチイケアセンター枚方駅前

はーとふるセゾン枚方公園

はなまるケアサービス頂

ヘルパーステーションかがやき

ヘルパーステーションヒノデ枚方

訪問介護「まごころ」

ぽぷらメディカルサービス枚方公園事業所



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

枚方市訪問介護事業者会  
HP アドレス https://hirakata-houmonkaigo.com/ 

お問い合わせ 訪問介護おでかけ 

〒573-1111 

楠葉朝日１丁目２１-８ケアスペース朝日２０２ 

TEL 072-809-4416  FAX 072-809-2204 E-mail  info@hirakata-houmonkaigo.com 

 

どんな会ですか？ 
枚方市訪問介護事業者会は、訪問介護サービスを利用する人々の満足を高めつつ

適正な事業運営を支援することで枚方市の高齢者福祉の向上と発展に寄与するこ

とを目的とする任意の団体です。 
就業環境の検討とは、どのようなことを行っていますか？ 
枚方市役所やハローワーク、（公財）介護労働安定センター大阪支部等など多くの

機関のお力もお借りしての研修や個別相談会なども行っています。 

事務局に 

問い合わせ 

入会申込書 

(ファックス可) 

年会費 
5,000 円振込 

又は現金支払い 

ご入会 

手続き完了 

入会すると、研修や楽集会にも参加が可能（学びたい放題です！） 

加えて、横のつながりが増えることで、様々な情報交換ができます！ 

共に学びを深め、励まし合い、さらに事業運営をよくしていきましょう！ 

詳しくは、下記の QRコードからホームページをご覧ください！ 

 

 

 

ヘルパーが不足しています。何とかなりませんか？ 
当会でも、市役所やハローワークにもご協力いただき、解消につながる糸口を模

索した働きかけや取り組みを行っています。 

また、採用した職員の定着にもつながるような研修にも、力を入れていきます。  

mailto:info@hirakata-houmonkaigo.com

